
　
七
月
六
日

　
一
時
、
頭
が
勝
手
に
動
き
始
め
て
止
ま
ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
起
き
て
い

る
。

　
八
時
半
起
床
。
郵
政
民
営
化
法
案
衆
院
通
過
。
薄
氷
の
票
差
で
、
政
界
は

す
で
に
小
泉
政
権
後
に
向
け
て
流
動
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
十
時
半
府
中
。

八
大
建
設
西
山
社
長
と
打
合
わ
せ
。

　
十
二
時
過
大
学
へ
。
打
合
わ
せ
。
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
　
プ
ノ
ン
ペ
ン
等
。

十
六
時
毎
日
新
聞
六
車
氏
来
室
。
野
村
を
交
え
て
打
合
わ
せ
、
十
七
時
四
十

五
分
迄
。
十
八
時
過
近
江
屋
で
六
車
氏
と
会
食
。
故
佐
藤
健
の
事
等
つ
れ
づ

れ
な
る
ま
ま
に
。
十
八
時
半
Ｗ
氏
参
会
。
二
〇
時
前
頃
散
会
。
二
十
一
時
過

世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
七
月
七
日

　
十
時
大
学
。
講
演
会
の
準
備
。

　
十
一
時
松
下
電
工
、
空
調
打
合
わ
せ
。
十
二
時
大
学
発
、
近
江
屋
で
ソ
バ

を
食
べ
て
十
三
時
東
京
都
庁
。
十
四
時
よ
り
東
京
を
描
く
市
民
の
会
講
演
会
。

十
六
時
迄
。
町
の
記
憶
と
題
し
て
話
す
。
終
了
後
市
民
の
会
の
主
要
メ
ン
バ

ー
と
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
話
し
。
気
が
つ
け
ば
十
九
時
前
ま
で
。
今
日
の

町
の
話
し
は
全
て
、
私
の
四
〇
代
の
十
年
間
の
話
し
で
、
今
か
ら
二
〇
年
も

昔
か
ら
十
年
昔
迄
に
や
っ
た
仕
事
の
話
し
だ
っ
た
。
も
う
大
昔
の
出
来
事
で

あ
る
。
二
〇
時
前
、
新
大
久
保
近
江
屋
で
各
種
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
二
十
一
時

過
迄
。

　
七
月
八
日

　
昨
日
は
ロ
ン
ド
ン
で
恐
ら
く
は
ア
ル
カ
イ
ー
ダ
に
よ
る
連
続
爆
破
テ
ロ
が

あ
っ
た
。
東
京
も
あ
ぶ
な
い
。
恐
ろ
し
い
日
常
に
な
っ
て
い
る
。
十
時
四
〇

分
大
学
院
レ
ク
チ
ャ
ー
。
十
二
時
二
〇
分
迄
。
そ
の
後
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
、

他
打
ち
合
わ
せ
。
十
五
時
半
迄
。
来
週
よ
り
英
国
の
高
校
に
通
う
女
学
生
が

二
週
間
イ
ン
タ
ー
ン
で
研
究
室
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
六
時
前
近

江
屋
で
昼
食
。
渡
辺
他
と
。
色
々
と
独
人
言
を
つ
ぶ
や
い
て
、
ア
イ
デ
ア
を

固
め
よ
う
と
試
み
る
。
十
七
時
半
頃
終
了
。
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